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荒川中流右岸ブロック概要平面図 
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入間川

飯能市

日高市

入間市

狭山市

鶴ヶ島市

1

いる ま がわ

入間川 IRUMAGAWA

流域および河川の概要

治水計画

整備にあたっての配慮事項

河川沿いの状況

流量配分図

・入間川では令和元年東日本台風の際に、越水による浸水被害が生じました。このため、以下の整備
を行います。

【整備内容】
・河道改修：5.8～6.４km、7.6～8.0km、 9.4～12.8km、 17.4～18.4km、

29.2～29.6km
上記区間のうち、流下能力の足りない区間で河道掘削、築堤を実施

・河道内の瀬・淵の創出に努めます。

・生態系に配慮した多自然川づくりを行います。
・河道改修においては、動植物の生息状況の把握と、必要に応じた回避・移植などの対策に
努めます。

・現地発生材を利用し、緩急の変化に富んだ自然な河岸を形成します。

・既存の良好な河岸の斜面林を極力保全するように努めます。

流域図

12

・入間川は、荒川の支川で、流域面積689.4km2、流路延長
51.3km（県管理区間）の一級河川です。

・入間川は、大持山を源とし、山間部を流れ下流の国管理区
間で荒川に合流します。

・入間川下流域の浸水被害軽減のための洪水調節や県営水道
などへの水道用水の供給、流水の正常な機能の維持のため
に県営初の多目的ダムとして入間川上流域の支川の有間川
に有間ダムが建設されている。
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29.6km
施工区間

（L=0.4km）

29.2km

入間川整備平面図1/2 S=1/50,000

S=1/50,000

整備平面図

3

写真①写真②写真③

凡 例

施工区間

写真の視点1

比較的大きな流下能力を有していま
すので、浸水被害が生じるなどの現
地の状況に応じ、必要な箇所を整備
します。
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入間川整備平面図2/2 S=1/50,000

S=1/50,000

整備平面図

１

写真④

写真②

写真①写真③

凡 例

施工区間

写真の視点1

施工箇所代表断面図（8.0km付近）

改修予定断面
現況断面

H.W.L

180.0m

2３

４

7.6km

5.8km

6.4km

施工区間
（L=0.4km）

8.0km

9.4km12.8km
施工区間（L=3.4km）

8.0km

18.4km

施工区間
（L=1.0km）

17.4km

施工区間（L=0.6km）
比較的大きな流下能力を有していま
すので、浸水被害が生じるなどの現
地の状況に応じ、必要な箇所を整備
します。
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縦断図

河床高

地盤高
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YOKOTSUKAGAWA,YOKOTSUKAGAWA-Housuiro
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OPPEGAWA
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KOAZEGAWA
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MINAMI-KOAZEGAWA
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飯盛川

12

日高市

鶴ヶ島市

坂戸市

飯盛川

いい もり がわ

飯盛川 IIMORIGAWA

流域および河川の概要

治水計画

整備にあたっての配慮事項

河川沿いの状況

流量配分図

・飯盛川では、昭和57年9月や平成11年８月、令和元年東日本台風の際に、流下能力不足と越辺川
の背水の影響により、浸水被害が生じています。

・飯盛川の越辺川合流点では、堤防の締め切り工事が平成13年に完了しています。
・この他、以下の整備を行います。
【整備内容】
・調節池等整備
・排水機場整備（内水排除のため）
・河道改修：1.9～4.4km一級河川上流端まで

上記区間のうち、流下能力の足りない区間で河道拡幅、築堤を実施

・河道内の多様な流れの創出に努めます。

・生態系に配慮した多自然川づくりを行います。
・河道改修にあたっては、周辺の景観との調和や、親水性に配慮します。
・現地発生土砂・木杭など、自然の材料を用いて多様な水辺を創出します。

・用地にゆとりのある場所では、クヌギやエノキ等、在来種の植樹を検討するなど、河畔林を極力保
全するように努め、景観に配慮します。

・越辺川との連続性を確保するなど、周辺の生態系に配慮して合流点処理を行います。

12

・飯盛川は、埼玉県のほぼ中央に位置し、日高市の旭ヶ丘を
源とし、鶴ヶ島市と坂戸市の市街地を流れ、下流で田園地
帯の中を流下して越辺川に合流する流域面積23.5km2、
流路延長4.3kmの一級河川です。

・飯盛川の流域はもともと農業地帯でしたが、東武沿線の宅
地開発が進み、現在は大部分が市街地となっています。

・上流部は市街地の中を流れており、両岸が護岸された都市
河川の様相を呈しています。一方、下流部は、水田地帯の
中を流れ、直線的な景観となていますが、階段護岸や、魚
巣ブロック・植栽ブロック等により、親水性や水辺の環境
の向上を図っています。

流域図
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飯盛川整備平面図 S=1/25,000

4.4km
(一級起点)

施工区間（L=2.5km）

1.9km
(東谷3号橋付近)

凡 例

施工区間

改修済み区間

写真の視点1

S=1/25,000

施工箇所代表断面図（2.0km付近）

3

1

写真② 写真①写真③

整備平面図

排水機場増設（計20m3/s）
（越辺川合流点）調節池等整備

2

2.0km

22
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縦断図

河床高

地盤高

23



7

東秩父村

都幾川

都幾川

小川町

嵐山町

東松山市
ときがわ町

館川

氷川

槻川

兜川

槻川

1

2

と き がわ

都幾川 TOKIGAWA

流域および河川の概要

治水計画

整備にあたっての配慮事項

河川沿いの状況

流量配分図

・都幾川では、昭和57年9月や、平成11年８月、令和元年東日本台風の際に、東松山市の区間で流
下能力不足による浸水被害が生じています。このため、以下の区間で整備を行います。

【整備内容】
・河道改修：0.0～6.0km、7.4～9.6km、10.6～13.8km、14.6～16.6km

上記区間のうち、流下能力の足りない区間で河道掘削、築堤を実施

・豊かな自然を有する河川なので、事業を行う際には、十分な調査と検討を実施するなど、環境に配
慮します。

・河道内の現況の瀬・淵をできるだけ保全し、改修を行う場合にも自然の力を活用し、再生に努めま
す。

・生態系に配慮した多自然川づくりを行います。
・河道改修においては、動植物の生息状況の把握と、必要に応じた回避・移植などの対策に努め
ます。

・現地発生土砂・木杭など、自然の材料を用いて多様な水辺の創出に努めます。

・既存の良好な河岸の斜面林を極力保全するように努めます。

・落差工は魚類等の移動に配慮します。

12

・都幾川は、越辺川の支川で、流域面積153.5km2、流路延
長27.6km（埼玉県管理区間）の一級河川です。

・都幾川は、ときがわ町の山地を源とし、山間部を流れ、都
幾川とほぼ同規模の流域をもつ支川の槻川と合流します。
下流には、東松山市や嵐山町などの市街地をもつ河川です。
そのあと、東松山市の低平地を流れ、坂戸市との境界で越
辺川と合流しています。

・都幾川は、蛇行した河川の姿を今も残し、瀬と淵や河畔林
が連続した自然豊かな河川です。

・河道内の砂州にはイカルチドリが、水辺の河畔林にはオオ
ムラサキが生息しています。
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0.00km
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流域図
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都幾川整備平面図 S=1/25,000

S=1/25,000

都幾川

施工区間（L=3.2km） 10.6km13.8km14.6km16.6km 施工区間（L=2.0km）

雀川

凡 例

施工区間

写真の視点1

整備平面図

1

施工箇所代表断面図（14.6km付近）

改修予定断面 現況断面

H.W.L

25.0m

14.6km

写真①

25
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槻川

都幾川

都幾川整備平面図 S=1/25,000

凡 例

施工区間

写真の視点1

S=1/25,000

整備平面図 写真②

9.6km

施工区間（L=6.0km）

7.4km

施工区間
（L=2.2km）

0.0km6.0km

写真①

0.8km

比較的大きな流下能力を有していま
すので、浸水被害が生じるなどの現
地の状況に応じ、必要な箇所を整備
します。

施工箇所代表断面図（0.8km付近）

改修予定断面

現況断面

H.W.L

330.0m
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縦断図
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槻川

嵐山町

兜川

槻川

館川

小川町

東秩父村
2

つき がわ

槻川 TSUKIGAWA

流域および河川の概要

治水計画

整備にあたっての配慮事項

河川沿いの状況

流量配分図

・槻川では、昭和57年9月や、平成11年８月、令和元年東日本台風の際に、流下能力不足による浸
水被害が生じています。このため、以下の区間で整備を行います。

【整備内容】
・河道改修：0.0～1.0km、2.0～15.4km

上記区間のうち、流下能力の足りない区間で河道掘削、築堤を実施

・河道内の現況の瀬・淵をできるだけ保全し、改修を行う場合にも自然の力を活用し再生に努めます。

・生態系に配慮した多自然川づくりを行います。
・河道改修においては、動植物の生息状況の把握と、必要に応じた回避・移植などの対策に努め
ます。

・現地発生土砂・木杭など、自然の材料を用いて多様な水辺の創出に努めます。
・落差工は、魚類等の移動を妨げないように配慮します。

・既存の良好な河岸の斜面林を極力保全するように努めます。

・嵐山渓谷周辺においては、渓谷の景観に配慮して整備を行います。

都
幾
川

金
岳
川

萩
平
川

大
内
沢
川

兜
川

610 430 340 270 200 150

0.00km 8.47km 12.10km 13.92km 18.53km 20.61km 22.40km 23.00km地点

億万沢合流点
［単位m3/s］

館

川

12

・槻川は、都幾川の支川で、流域面積86.4km2、流路延長
24.9kmの一級河川です。

・槻川は、東秩父村の山地に源を発し、流域の約93%が山
地である山地河川ですが、中流域では小川町の市街地を流
下しています。

・上流域は、山地の谷沿いを流れる急流河川で、河床には玉
石や大玉石が多く見られます。

・中流域では河道は蛇行し、瀬・淵や河畔林が連続する自然
豊かな河川です。

・下流域は、岩が露出した嵐山渓谷として、埼玉県の景勝地
の一つとなっています。

流域図

28
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槻川

槻川整備平面図 S=1/50,000

S=1/50,000

写真①写真③ 写真②

2

3

15.4km

2.0km

1

整備平面図

凡 例

施工区間

写真の視点1

1.0km

施工区間
（L=1.0km）

0.0km

9.2km

施工箇所代表断面図（9.2km付近）

改修予定断面

現況断面

H.W.L

45.0m

29
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縦断図

河床高

地盤高
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KABUTOGAWA
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東松山市

九十九川

つ く も が わ

九十九川 TSUKUMOGAWA

・九十九川は河道改修済みですが、昭和57年9月や平成11年８月の洪水の際に、越辺川の背水の影
響により浸水被害が生じました。また、令和元年東日本台風の際に、越辺川との合流点で発生し
た氾濫により、甚大な浸水被害が生じました。このため、九十九川と越辺川の合流点において以
下の整備を行います。

【整備内容】
・調節池等整備
・排水機場の設置

・周辺の生態系に配慮して合流点処理を行います。

・越辺川との連続性を確保するなど、合流点周囲における湿地等の環境を保全するように努めます。

・流域内にグリーンインフラを取り入れることを検討し、水域の連続性の確保や、流域に広がる生
物の生息・生育の場を結ぶ生態系ネットワークの形成に努めるとともに、グリーンインフラによ
る多重防御治水と環境の保全・創出、地域振興の実現に努めていきます。

流域および河川の概要

治水計画

整備にあたっての配慮事項

河川沿いの状況

流量配分図

1

・九十九川は、越辺川の支川であり、東松山市の岩殿丘陵を
源とし、都幾川と越辺川の合流点上流側で越辺川と合流す
る流域面積9.4km2、流路延長6.0kmの一級河川です。

・九十九川の流域は、北と東を都幾川に、南を越辺川に挟ま
れており、岩殿丘陵と水田地帯で構成されています。

・九十九川の上流部は、水田の中を流れ、中流部から下流部
にかけては、水田地帯と住宅地の中を蛇行しながら流れて
おり、川幅は狭く、河川環境は比較的単調となっています。

越
辺
川

東
武
東
上
線

赤
城
排
水
路

関
越
自
動
車
道

柳
沢
排
水
路

合流点処理

0.00km 1.38km
1.62km

2.76km2.94km
3.80km

25406075

［単位m3/s］

調節池
10m3/s

Ⓟ 10m3/s

2

流域図
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九十九川整備平面図S=1/25,000

樋
の
口
橋

高
坂
橋

S=1/25,000

凡 例

改修済み区間

写真の視点1

2
写真①

写真②

整備平面図

排水機場の設置（10㎥/s）
（越辺川合流点）

1

調節池等整備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35
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縦断図

河床高

地盤高
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毛呂山市

高麗川

飯能市

高麗川

日高市

越生市

鶴ヶ島市

坂戸市

1

こ ま がわ

高麗川 KOMAGAWA

流域および河川の概要

治水計画

整備にあたっての配慮事項

河川沿いの状況

流量配分図

・高麗川では令和元年東日本台風の際に、越水による浸水被害が生じました。このため、以下の整備
を行います。

【整備内容】
・河道改修：6.4～17.0km、 23.0～32.0km

上記区間のうち、流下能力の足りない区間で河道掘削、築堤を実施

・河道内の瀬・淵の創出に努めます。

・生態系に配慮した多自然川づくりを行います。
・河道改修においては、動植物の生息状況の把握と、必要に応じた回避・移植などの対策に
努めます。

・現地発生材を利用し、緩急の変化に富んだ自然な河岸を形成します。

・既存の良好な河岸の斜面林を極力保全するように努めます。

葛
川
放
水
路

宿
谷
川

5.40km
［単位m3/s］

600 540 480 400 330 230 110 60越
辺
川

虎
秀
川

長
沢
川

北
川

直轄区間 県管理区間

0.00km
6.40km

10.92km
17.10km 22.29km 26.10km 31.33km 36.78km 38.24km 41.60km

12

・高麗川は、越辺川の支川で、流域面積94.8km2、流路延
長32.4km（県管理区間）の一級河川です。

・高麗川は、飯能市、横瀬町、ときがわ町の境である苅場坂
峠付近を源とし、山間部を流れ下流の国管理区間で越辺川
に合流します。県管理区間の河道は、自然河川で蛇行が大
きい傾向があります。

・高麗川は、蛇行した自然河川の姿を今も残しており、瀬・
淵や河畔林が連続する自然豊かな河川です。

・上流域の山林や里山と、中流域の台地・段丘崖に沿った斜
面林が連続しており、緑のネットワークを形成しています。

流域図
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高麗川整備平面図 S=1/50,000

S=1/50,000

整備平面図

1

17.0km 6.4km施工区間（L=10.6km）

写真③
凡 例

施工区間

写真の視点1

写真② 写真①

9.2km

施工箇所代表断面図（9.2km付近）

改修予定断面

現況断面

H.W.L

80.0m

2

32.0km 23.0km施工区間（L=9.0km）

比較的大きな流下能力を有していますの
で、浸水被害が生じるなどの現地の状況
に応じ、必要な箇所を整備します。
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縦断図

直轄区間 指定区間

河床高

地盤高
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1

葛川

2

くず がわ ・ くず がわ ほう すい ろ

葛川・葛川放水路 KUZUGAWA,KUZUGAWA-Housuiro

・葛川では、昭和57年9月や平成11年８月、令和元年東日本台風の際に、河道の流下能力不足と
越辺川の背水の影響により浸水被害が生じました。このため、葛川では以下の整備を行います。

【整備内容】
・調節池等整備
・排水機場の設置
・河道改修：3.2～7.9km（一級河川上流端）

上記区間のうち、流下能力の足りない区間で河道拡幅、築堤を実施

・河道内の瀬・淵の創出に努めます。

・生態系に配慮した多自然川づくりを行います。
・河道改修においては、動植物の生息状況の把握と、必要に応じた回避・移植などの対策に
努めます。

・現地発生材を利用し、緩急の変化に富んだ自然な河岸を形成します。

・既存の良好な河岸の斜面林を極力保全するように努めます。

・越辺川との連続性を確保するなど、周辺の生態系に配慮して合流点処理を行います。

・落差工は魚類等の移動に配慮します。

流域および河川の概要

治水計画

整備にあたっての配慮事項

河川沿いの状況

流量配分図

12

・葛川は、毛呂山町の毛呂山総合公園付近を源とし、JR八
高線、東武越生線、関越自動車道を横断し、越辺川に合流
する流域面積13.3km2、流路延長7.8kmの一級河川です。

・葛川流域のJR八高線及び東武越生線に沿線地域は、もと
もと農業地域でしたが、大規模な宅地開発がされています。

・上流域では、宅地の中を流れる都市河川、中流域では、水
田や宅地、平地林の中を蛇行して流れる比較的自然豊かな
河川、下流域は区画整理に伴い直線化された水田の中を流
れる河川といった上・中・下流で河川環境が異なる河川で
す。

流域図

越
辺
川

［単位m3/s］

東
武
越
生
線

関
越
自
動
車
道

合流点
処理

高麗川

葛
川

放
水
路

1.80km

2.95km

4.53km
大成橋

6.60km
左岸水路合流点

6.23km
放水路地点

70 55 30 25 60 45 40

50

7.89km1.68km調節池
10m3/s

Ⓟ 15m3/s
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葛川整備平面図 S=1/25,000

高
坂
橋

7.9km
(東武越生線橋梁)

施工区間（L=4.7km）

3.2km
(道信坊橋)

凡 例

施工区間

改修済み区間

写真の視点1

S=1/25,000

1

施工箇所代表断面図（5.3km付近）

越辺川

施工箇所代表断面図（3.2km付近）

写真②

整備平面図

排水機場の設置（15m3/s）調節池等整備
（越辺川合流点）

写真①

3.2km

5.3km
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縦断図

河床高

地盤高
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HATOGAWA

　　　　43
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AP 27.5m

35.0 LEVEL

計画高水位

計画堤防高

現況河床高
右岸地盤高

左岸地盤高

施工平均河
床高
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OOYAGIGAWA

46



47



AP 40.0m

50.0

計画
堤防
高

施工
平均
河床
高

現況河床高

右岸地盤高

計画
高水
位

左岸地盤高

60.0
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MOROKAWA

49



50



右岸地盤高

左岸地盤高

現況河床高

AP 50.0m

60.0

計画堤防高

計画高水位
施工平均河床高

70.0

80.0

51



KASUMIGAWA

( )

52



53



AP 50.0m

100.0

150.0

計画堤防高

計画高水位

施工平均河床高

現況河床高

右岸地盤高

左岸地盤高
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市野川
川島町

3
吉見町

市野川

熊谷市

東松山市滑川町

嵐山町
小川町

川島町

いち の かわ

市野川 ICHINOKAWA

流域および河川の概要

治水計画

整備にあたっての配慮事項

河川沿いの状況

流量配分図

・市野川では、昭和57年9月、平成11年8月、令和元年東日本台風の際に浸水被害が生じています。
このため、以下の整備を行います。

【整備内容】
・堤防補強：0.0～6.9km
・河道改修：6.9～29.5km

上記区間のうち、流下能力の足りない区間で河道掘削、築堤を実施
・水辺空間整備：16.8～18.0km

・河道内の瀬・淵の創出に努めます。

・生態系に配慮した多自然川づくりを行います。
・河道の掘削においては、動植物の生息状況の把握と、従来からの環境力復元するなどの対策に
努めます。

・現地発生土砂・木杭など、自然の材料を用いて多様な水辺の創出に努めます。

・落差工は魚類等の移動に配慮します。

荒

川

［単位m3/s］

新
江
川

中
瓜
川

新

川

後
谷
津
川

文
覚
排
水
路

滑

川

粕

川

6.90km

24.35km 27.20km 28.73km25.33km

3.04km 10.66km 21.41km

220 120 100 70 50 40

123

・市野川は、荒川の支川であり、寄居町牟礼付近の丘陵地帯
に源を発し、中流域で東松山市の市街地を流れ、その後吉
見町、川島町の水田地帯を流下し、荒川の55.6km付近
（太郎右衛門橋上流）で合流します。

・市野川の流域面積は146.6km2、流路延長は38.2kmであ
り、主な支川は、上流より新川、粕川、滑川、新江川 の
順に合流しています。

・市野川の上流部は、里山の間に広がる農耕地の中を流れて
おり、周辺は谷地の湿地が点在する多様な環境が集約する
地域となっています。

・市野川の中流部は、嵐山町や東松山市等の市街地、農耕地
や平地林の中を交互に流下します。河道内には植生が繁茂
し、所々に河畔林も連続して見られます。

流域図
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市野川整備平面図1/3 S=1/50,000

S=1/50,000

整備平面図

写真①

写真②

施工箇所代表断面図（25.4km付近）

凡 例

施工区間

写真の視点1

施工区間（L=22.6km）
29.5m

25.4m

改修予定断面

現況断面

H.W.L

20.0m
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東
武
東
上
線

市野川整備平面図2/3 S=1/50,000

S=1/50,000

整備平面図

写真①

1

施工区間（L=22.6km） 6.9km

施工箇所代表断面図（17.0km付近）

凡 例

施工区間

写真の視点1

17.0m

水辺空間整備区間
（L=1.2km）

16.8m
18.0m

6.9km 堤防補強施工区間（L＝6.9km）

改修予定断面

現況断面

H.W.L

33.0m
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飯盛川

市野川整備平面図3/3 S=1/50,000

S=1/50,000

整備平面図 写真①写真②

12

3

写真③

施工区間（L=22.6km）

0.0km
6.9km 堤防補強施工区間（L＝6.9km）

凡 例

施工区間

写真の視点1

4.0m

施工箇所代表断面図（4.0km付近）

改修予定断面 現況断面

H.W.L

213m
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縦断図

河床高

地盤高
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東松山市 1

しん え がわ

新江川 SHIN-EGAWA

・新江川は河道改修済みですが、令和元年東日本台風の際に、市野川の背水の影響により浸水被害
が生じました。このため、新江川と市野川の合流点において以下の整備を行います。

【整備内容】
・調節池等整備
・排水機場の設置

・生態系に配慮した多自然川づくりを行います。
・調節池の整備や排水機場の設置においては、動植物の生息状況の把握と、必要に応じた回避・
移植などの対策に努めます。
・現地発生材を利用し、緩急の変化に富んだ自然な河岸を形成します。

・市野川との連続性を確保するなど、周辺の生態系に配慮して合流点処理を行います。

流域および河川の概要

治水計画

整備にあたっての配慮事項

河川沿いの状況

流量配分図

12

・新江川は、東松山市の中心市街地の南側を源とし、同市の
古凍地先において、市野川の右岸に合流する流域面積
10.9km2、流路延長3.4kmの一級河川です。

・新江川の上流域は丘陵地帯となっており、中流域から下流
域の左岸側は、斜面に沿った住宅地であり、対する右岸側
は水田地帯となっています。

・新江川の上流から中流は、水田の中を流れる直線区間の多
い農業用水路的な景観となっていますが、河道の中には
植生が繁茂しています。

・新江川の下流は、蛇行が見られるようになり、所々に河畔
林も連続しています。

市
野
川

県
道
久
保
田
下
青
鳥
線

国
道

号

バ
イ
パ
ス

254

国
道

号

バ
イ
パ
ス

407

国
道

号
254

60 55 50

0.0km 0.50km 1.23km 3.60km 4.33km
4.42km

一級起点 [単位m3/s]

調節池

Ⓟ 10m3/s

20m3/s

流域図
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新江川整備平面図 S=1/25,000

S=1/25,000

2

写真②

整備平面図

調節池等整備

1

排水機場の設置（10㎥/s）
（市野川合流点）

凡 例

改修済み区間

写真の視点1

写真①
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縦断図

河床高

地盤高
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KADOKAWA
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現況河床高
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AP 15.0m

30.0

45.0

60.0

75.0

施工平均河床高

計画高水位

計画堤防高

現況河床高
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